
発行／後藤ゆり子事務所
〒020-0807　盛岡市加賀野1丁目17-3
電話／019-654-2220　FAX／019-654-2231
携帯／090-2366-1036

盛岡市議会議員《盛友会》後藤百合子だより

―1―

▪
上
厨
川
土
地
区
画
整
理
組
合
の
破
産

あ
る
新
聞
の
投
稿

欄
に
、“
上
厨
川
土

地
区
画
整
理
組
合
の
破

産
”（
負
債
総
額
12
億
7
、

8
1
3
万
円
）
に
つ
き
、

市
政
の
失
敗
、
議
会
は
傍

観
、
と
記
す
。
し
か
し
議

会
で
は
質
疑
あ
っ
た
。
市

政
の
責
任
は
。

寄
稿
に
は
事
実
と

相
違
あ
る
個
所
も

あ
る
。
上
厨
川
は
組
合
施

行
で
あ
り
、
組
合
が
事
業

主
体
で
全
責
任
を
負
い
、

市
は
組
合
設
立
の
認
可

者
。
平
成
17
年（
2
0
0
5

ん
延
期
、
全
療
養
者
数
を

最
大
3
7
9
人
と
試
算
。

ま
た
新
規
感
染
者
の
増
加

ピ
ー
ク
時
に
確
保
の
病
床

数
は
、
6
5
0
床
。

▪
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
会

昭
和
35
年（
1
9
6
0

年
）
ご
ろ
か
ら
現
在

に
い
た
る「
継
承
さ
れ
な

か
っ
た
盛
岡
行
政
史
」
の

復
元
に
、
さ
る
9
月
、
第

1
回
盛
岡
市
史
編
さ
ん
委

員
会
あ
り
。
私
の
父
も
委

員
を
務
め
た
経
緯
、
大
い

に
関
心
あ
り
。
編
さ
ん
委

員
会
、
実
務
の
専
門
委
員

会
、
委
員
の
構
成
、
出
身

地
は
。
人
員
の
補
強
は
。

構
成
は
、
市
内
の
大

学
教
授
2
人
、
准

教
授
1
人
、
県
外
の
高
等

専
門
学
校
非
常
勤
講
師
1

人
、
市
内
の
歴
史
研
究
者

1
人
、
市
職
員
2
人
の
計

7
人
。
出
身
地
は
、
市
内

が
1
人
、
県
内
2
人
、
県

外
4
人
。
今
後「
編
集
部

会
」
を
設
置
、
人
材
を
補

強
、
体
制
強
化
を
。

対
応
を
進
め
る
。
新
施
設

は
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
安

全
対
策
等
、
施
設
管
理
を

徹
底
し
、
地
域
住
民
の
安

全
を
ま
も
る
。

（
本
誌「
ゆ
り
こ
の
突
撃
レ

ポ
ー
ト
」
を
参
照
さ
れ
た

し
）

▪
コ
ロ
ナ
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査

11
月
７
日
、
盛
岡
市

に
発
生
の
飲
食
店
ク

ラ
ス
タ
ー
は
、
病
院
、
高

齢
者
施
設
等
の
医
療
機

関
、
小
学
校
に
も
波
及
、

今
後
の
さ
ら
な
る
事
態
深

刻
化
を
け
ね
ん（
懸
念
）。

「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

に
よ
る
P
C
R
検
査
」
の

体
制
整
備
が
急
務
と
の
、

医
療
関
係
者
か
ら
の
声
、

そ
の
実
施
は
。
ま
た
市
の

医
療
崩
壊
の
事
態
と
は
。

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方

式
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
状
況
を
み
す
え
、
医

療
機
関
等
に
働
き
か
け

て
ゆ
く
。
医
療
崩
壊
の
事

態
は
、
県
全
体
で
、
38
の

感
染
病
棟
が
す
べ
て
埋
ま

り
、
重
点
医
療
機
関
等
の

病
棟
の
利
用
が
進
ん
だ
ま

年
）
に
設
立
認
可
、
28
年

に
事
業
収
束
の
依
頼
文

書
、
29
年
認
可
取
り
消

し
の
経
緯
。
令
和
2
年	

（
2
0
2
0
年
）
破
産
手

続
き
、
資
金
計
画
の
不
備

が
破
た
ん
の
一
因
。

▪
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

こ
れ
も
投
稿
欄
に
、

市
が
す
す
め
る“
県

央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施

設
”
整
備
計
画
は
撤
回
す

べ
き
。
施
設
は
各
自
治
体

が
整
備
と
、
ご
み
焼
却
の

有
毒
ガ
ス
は
住
民
に
健
康

被
害
、
と
記
す
。
そ
の
実

態
は
。国

が
市
町
村
に
ゴ

ミ
処
理
施
設
の
集

約
化
を
通
知
、
県
は「
岩

手
県
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
」
を
策
定
、
令
和
2
年

（
2
0
2
0
年
）
2
月「
県

央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
・
し
尿

処
理
広
域
化
推
進
協
議

会
」
に
て
、
最
有
力
な
候

補
地『
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
付
近
』
に
て
地
域

と
の
協
議
し
、
決
定
に
は

慎
重
、
総
合
的
に
判
断
」

と
し
て
、
地
域
住
民
と
の
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の
市
町
村
に
施
設
の
集
約
化
を
通
知

で
し
た
。

■
森
田
課
長　

盛
岡
広
域
圏
に
お
け

る
ご
み
処
理
広
域
化
は
、
岩
手
県
が

平
成
11
年
に「
岩
手
県
ご
み
処
理
広
域

化
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
中
で
、

盛
岡
広
域
８
市
町
は「
県
央
ブ
ロ
ッ

ク
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

が
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

盛
岡
広
域
８
市
町
は
、
平
成
27
年

（
２
０
１
５
年
）１
月
に
策
定
し
た「
県

央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
・
し
尿
処
理
広
域

化
基
本
構
想
」
に
お
い
て
、「
既
存
ご

み
焼
却
施
設
の
老
朽
化
」、「
施
設
更

新
の
財
政
負
担
」、「
施
設
規
模
の
見

直
し
」
と
い
う
共
通
課
題
の
解
決
策

と
し
て
、
費
用
や
環
境
負
荷
の
低
減

が
期
待
さ
れ
る「
１
施
設
集
約
化
」
を

目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ゆ
り
こ

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

突
撃
突
撃
突
撃
突
撃
突
撃

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

【
そ
の
○
】

【
そ
の
○
】
5050

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設

市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い「
ご
み
処
理
施
設
」は
、

市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い「
ご
み
処
理
施
設
」は
、

反
面「
め
い
わ
く
施
設
」と
、住
民
の
反
対
運
動
が
。最
高
レ
ベ

反
面「
め
い
わ
く
施
設
」と
、住
民
の
反
対
運
動
が
。最
高
レ
ベ

ル
の
安
全
対
策
で
、地
域
に
あ
ら
た
な
発
展
を
。盛
岡
市
、長

ル
の
安
全
対
策
で
、地
域
に
あ
ら
た
な
発
展
を
。盛
岡
市
、長

年
の
け
ん
あ
ん
、あ
ら
た
な
ご
み
処
理
場
は
、ど
こ
へ
・・・

年
の
け
ん
あ
ん
、あ
ら
た
な
ご
み
処
理
場
は
、ど
こ
へ
・・・

ス
で
あ
る
ご
み
処
理
事
務
の
広
域
化

を
進
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
市
と
し
て
は
、
圏
域
に

お
け
る
循
環
型
社
会
の
形
成
や
、
適

正
処
理
体
制
の
維
持
・
確
保
に
向
け

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
各

市
町
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
広
域
化
施
設
で
あ
れ
ば
規

模
は
大
き
く
処
理
能
力
は
１
日
５
０
０

ｔ
、
反
面
に
生
じ
る
環
境
汚
染
、
交
通

量
等
へ
の
対
策
は
。

■
森
田
課
長　

排
ガ
ス
対
策
に
つ
い

て
は
、
地
域
と
の
協
議
に
よ
り
国
が

定
め
る
排
出
基
準
よ
り
も
厳
し
い
独

自
基
準
を
設
定
し
、
常
時
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
、
施
設
の
運
転
管
理
を
徹

底
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、
施
設
か
ら

遠
い
市
町
に
中
継
施
設
を
設
置
し
、

大
型
の
車
両
に
積
み
替
え
て
ご
み
を

運
搬
す
る
こ
と
で
施
設
へ
の
搬
入
台

数
を
抑
制
し
、
ま
た
、
朝
夕
の
通
勤

通
学
、
帰
宅
時
間
を
避
け
て
搬
入
時

間
を
設
定
す
る
な
ど
、
渋じ

ゅ
う
た
い滞
緩
和
・
交

通
安
全
対
策
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

【
処
理
施
設
を
整
備
の
経
緯
】

□
ゆ
り
こ　

平
成
27
年（
２
０
１
５

年
）
1
月
、
広
域
圏
8
市
町
は「
県
央

ブ
ロ
ッ
ク
ご
み・
し
尿
処
理
広
域
化
基

本
構
想
」
を
策
定
し
、
費
用
、
環
境

　 令
和
11
年（
2
0
2
9
年
）
盛

岡
市
に
予
定
す
る「
県
央
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設
」
の
整

備
に
つ
い
て
、盛
岡
市
環
境
部・

廃
棄
物
対
策
課
・
森
田
晋
課
長

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
す

負
荷
の
低
減
化
の
た
め
、
1
施
設
集

約
化
と
令
和
11
年（
２
０
２
９
年
）
の

稼
働
を
め
ざ
し
、
候
補
地
検
討
委
員

会
が
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の

経
緯
は
。

■
森
田
課
長　
「
基
本
構
想
」
に
お
い

て
、
盛
岡
広
域
８
市
町
の
ご
み
処
理

施
設
を
１
施
設
に
集
約
化
し
、
盛
岡

市
内
に
整
備
す
る
方
向
を
定
め
た
こ

と
を
受
け
て
、平
成
27
年
９
月
に
、「
県

央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設
整
備
候

補
地
検
討
委
員
会
」
を
設
置
、
１
年

７
か
月
、
13
回
の
委
員
会
を
開
催
し

て
、
候
補
地
の
選
定
を
進
め
ま
し
た
。

□
ゆ
り
こ 

そ
の
後
、
平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）
5
月「
整
備
候
補
地

4
か
所
」
を
決
定
し
、
公
表
あ
り
ま

し
た
。「
盛
岡
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
」「
都
南
工
業
団
地
付
近
」「
盛

岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
」「
盛
岡

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
」
で
し

た
。
う
ち
、「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷

地
」
は
、
未
利
用
ス
ペ
ー
ス
へ
の
整

備
で
、
最
適
地
で
は
、
と
の
意
見
も

あ
り
、
余
熱
利
用
施
設（
ユ
ピ
ア
ス
）、

高
規
格
道
路
整
備
等
あ
り
、
施
設
廃

棄
も
不
要
で
す
。
４
候
補
地
で
の
説

明
会
は
、
い
か
が
で
し
た
か
。

■
森
田
課
長　

４
箇
所
の
整
備
候
補

地
で
は
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
、
延
べ
13
会
場
で
住
民
説

明
会
を
開
催
し
、
ご
み
処
理
広
域
化

【
み
ち
の
く
盛
岡
広
域
連
携
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
】

□
ゆ
り
こ　

ご
み
処
理
施
設
の
広
域

化
の
前
提
は
、
国
策
の「
広
域
連
携
都

市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」、
盛
岡
市
の
場
合
、

圏
域
の
他
７
市
町（
葛
巻
町
、
八
幡
平

市
、
岩
手
町
、
滝
沢
市
、
雫
石
町
、

矢
巾
町
、
紫
波
町
）
の
中
核
市
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
広
域
圏
を
形

成
が
責
務
で
す
。
そ
の
具
体
策
の
一

つ
が
、
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
。
国
が
平
成
９
年
、
全
国
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の
目
的
や
整
備
候
補
地
選
定
経
過
、

新
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
住
民
か
ら
は
、
ご
み
処
理
広

域
化
の
内
容
、
施
設
整
備
に
伴
う
周

辺
環
境
へ
の
影
響
、
廃
棄
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
活
用
し
た
地
域
振
興
や
ま

ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
質

問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

□
ゆ
り
こ　

平
成
30
年
、
2
候
補
地

の
選
定
、
先
述
の「
都
南
工
業
団
地

付
近
」、「
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
」　

の
2
候
補
地
を
選
定
で
す

が
、
そ
の
経
緯
は
。

■
森
田
課
長　

住
民
説
明
会
で
の
住

民
や
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
盛

岡
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
」
と

「
盛
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
や
関
係
者

か
ら
反
対
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
ま

た
覚
書
に
基
づ
く
協
議
の
状
況
な
ど

か
ら
、
意
見
交
換
を
継
続
は
難
し
い

状
況
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
都
南
工
業
団
地
付
近
」

と「
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
説
明
会
等

の
開
催
要
望
が
あ
り
、
施
設
整
備
、

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い

て
の
積
極
的
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、

こ
の
２
つ
の
候
補
地
を
、
整
備
予
定

地
の
選
定
に
向
け
て
協
議
を
優
先
的

に
継
続
実
施
す
る
候
補
地
と
し
ま
し

た
。

【
予
定
地
選
定
と
進
捗
状
況
】

□
ゆ
り
こ 

さ
ら
に
同
31
年
３
月
、
先

述「
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
」

を
、
も
っ
と
も
有
力
な
候
補
地
と
選

定
で
す
が
、
そ
の
根
拠
と
は
。
ま
た

選
定
後
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

■
森
田
課
長　
「
都
南
工
業
団
地
付

近
」
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
の

進
捗
に
伴
い
、
施
設
整
備
に
反
対
す

る
意
見
が
明
確
に
な
り
、
住
民
と
の

対
話
の
継
続
は
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、「
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
」
に
つ
い
て
は
、
土
淵
地
区
で

の
懇
談
会
や
視
察
見
学
会
を
通
じ
て
、

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
活
用
し
た
地
域
振
興
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
内
に
は
反
対
意
見

も
あ
り
、
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
が

必
要
な
状
況
と
判
断
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月
に
開
催
し
た
協
議
会

で
は
、「
地
域
住
民
や
関
係
者
の
意
見

等
」
に
加
え
、「
整
備
の
確
実
性
」
や

「
整
備
運
営
上
の
諸
条
件
」
の
要
素
を

総
合
的
に
判
断
し
、「
盛
岡
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
」
を
最
も
有
力
な
候

補
地
と
し
て
地
域
と
の
協
議
を
優
先

し
て
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
２
月
の
協
議
会
で
も
同
様

の
取
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
冊
子
の
配
布
・
回
覧
な

ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
や

質
問
に
お
答
え
し
て
、
ご
み
処
理
広

域
化
や
施
設
整
備
へ
の
理
解
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
な

説
明
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
地
域
課
題
】

□
ゆ
り
こ 

地
域
に
は「
上
厨
川
土

地
区
画
整
理
組
合
の
破
産
」
と
の

経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
は
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
事
業
を
開
始
、
22
年

施
完
了
予
定
の
、
土
地
区
画
整
理
事

業
、
組
合
施
行
の
事
業
が
破
た
ん
し
、

令
和
2
年
破
産
手
続
き
開
始
。
イ
ン

タ
ー
に
隣
接
の
地
の
利
、
ま
た
市
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

工
業・
流
通
系
の
用
途
で
あ
り
、
あ
と

地
利
用
に
期
待
で
す
。

■
森
田
課
長　

土
地
区
画
整
理
事
業

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
５
月
の「
土
淵
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
に
お
い
て
、「
土
地
利
用
を
進

め
、
土
淵
地
区
の
均
衡
あ
る
発
展
計

画
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を

頂
き
、
以
後
、
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
す
る
懇
談
会
等
を
通
じ
て
、
地

域
住
民
と
の
間
で
、
ご
み
処
理
施
設

か
ら
回
収
し
た
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
含
む
土
地
利
用
の
方
法

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
重
ね
て
き

て
い
ま
す
。

□
ゆ
り
こ 

隣
接
の
、
太
田
地
区
で
一

部
に
整
備
反
対
の
声
が
あ
り
、
根
拠
は

農
業
に
お
よ
ぶ
環
境
被
害
、
排
ガ
ス

等
、
と
聞
き
ま
す
。
対
す
る
方
策
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

■
森
田
課
長　

総
務
省
が
設
置
す
る

「
公
害
等
調
整
委
員
会
」
に
お
い
て
、

都
市
部
を
含
め「
ご
み
焼
却
施
設
」
が

公
害
や
健
康
被
害
の
直
接
の
原
因
と

認
め
ら
れ
た
事
例
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
施
設
整
備
に
対
す
る
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
に
お

い
て
も
、
①
環
境
負
荷
の
低
減
に
関

し
最
新
の
技
術
が
採
用
さ
れ
た
ご
み

処
理
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
、
②
地

域
と
の
協
議
を
経
て
、
国
が
定
め
る

排
出
基
準
よ
り
も
厳
し
い
独
自
基
準

を
設
定
し
遵
守
す
る
こ
と
、
③
定
期

的
に
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し

測
定
デ
ー
タ
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
地
域

の
皆
様
の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

□
ゆ
り
こ　

武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、さ
い
た
ま
市
桜
環
境
セ
ン
タ
ー

等
、
先
進
事
例
は
多
く
、
施
設
整
備
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業
の
創
出
、
雇
用
の
拡
大
を
実
現
し
、

広
域
連
携
の
中
核
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
は

関
わ
る
7
市
町
か
ら
の
協
力
、
支
援

も
不
可
欠
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
う
ち

勝
つ
、
あ
ら
た
な
希
望
の
実
現
を
。

が
地
域
に
も
た
ら
す
、
あ
ら
た
な
発

展
を
ど
の
よ
う
と
ら
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。ま
た
反
面
に
生
じ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。
車
両
交
通
量
の
急
増
は
。

■
森
田
課
長　

全
国
の
多
く
の
自
治
体

で
、
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利

活
用
す
る
取
組
が
実
践
さ
れ
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
の
例
と
し
て
、
温

浴
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
、
防
災
拠
点
や
環

境
学
習
の
場
と
し
て
の
機
能
の
併
設
、

周
辺
地
域
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新
た
な
価
値
の
創

出
を
目
指
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
広
域
８
市
町
の
ご
み
を

運
搬
す
る
車
両
の
増
加
に
伴
う
交
通

渋
滞
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
あ
り

ま
す
が
、「
盛
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
」
に
施
設
を
整
備
し
た
場
合
の

交
通
量
の
増
加
割
合
は
２
％
程
度
と

見
込
ま
れ
、
大
き
な
増
加
に
は
な
ら

な
い
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
実
施
す
る
環
境
影
響
評
価
の

中
で
よ
り
詳
細
な
推
計
を
行
い
、
交

通
渋
滞
な
ど
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
切
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

□
ゆ
り
こ 

新
施
設
の
稼
働
に
い
た
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ま
た
現
施
設
の
処
理
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

■
森
田
課
長　

整
備
予
定
地
の
決
定

後
、
ご
み
処
理
広
域
化
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
と
し
て
、
広
域
８
市
町

で
構
成
す
る
一
部
事
務
組
合
を
設
立

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

施
設
整
備
基
本
計
画
の
策
定
、
生
活

環
境
影
響
調
査
の
実
施
な
ど
を
経
て
、

施
設
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

新
施
設
は
令
和
11
年
度
の
稼
働
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
と
あ
わ
せ
て
、

稼
働
時
期
に
つ
い
て
も
精
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
現
在
の
ご
み
処
理
施
設
は
、

新
施
設
稼
働
後
、
早
期
に
解
体
し
ま

す
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
お
聴
き
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
最
後
に
】

□
ゆ
り
こ
　
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
広
域

化
は
、
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
社
会

の
課
題
で
す
。
行
政
力
、
市
民
力
が

問
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
市
民
は
、
施

設
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
と
敬
意
を
い

だ
く
こ
と
。
行
政
は
地
域
へ
の
顕
彰

等
を
。
ま
た
新
施
設
が
あ
ら
た
な
産

市
政
だ
よ
り
、「
ゆ
り
こ
の
議
会
だ
よ
り
」は
、

政
務
活
動
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　

こ
れ
ま
で
の
「
あ
な
た
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
、
「
ゆ
り
こ
の

　

か
け
こ
み
相
談
室
」
と
改
称
い

た
し
ま
し
た
。
市
政
へ
の
ご
要
望
、

質
問
等
、
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

Q
か
つ
て
岩
手
県
立
博
物
館
で
古
文
書
解
読
講
座
を
受
講

し
、
盛
岡
南
部
家
文
書
・
家
老
席
日
誌「
覚
書（
お
ぼ
え

が
き
）」
を
学
び
、
貴
重
な
学
習
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の「
慶

応
篇
」「
明
治
篇
」
の
刊
行
は
は
喜
ば
し
く
も
、
そ
の
後
時

代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
刊
行
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
ツ
ー
ル

の
貴
重
な
歴
史
書
を
、
覚
書
編
集
委
員
の
ご
苦
労
を
無
に
せ

ぬ
よ
う
、
刊
行
さ
れ
た
く
望
み
ま
す
。（
O
生
）

A
盛
岡
藩
家
老
席
日
記「
雑
書（
ざ
っ
し
ょ
）」
の
刊
行

委
託
は
，
令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
第
50
巻

を
も
っ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。
当
歴
史
文
化
課
と
し
て

は「
雑
書
」
以
後
の
盛
岡
藩
家
老
席
日
記
で
あ
る「
覚
書
」

も
，「
雑
書
」
同
様
に
盛
岡
藩
政
を
研
究
す
る
上
で
重
要

な
史
料
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
，「
雑
書
」
刊
行

委
託
完
了
後
，
引
き
続
き「
覚
書
」
の
刊
行
委
託
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
，
今
後
，
令

和
４
年
度
以
降
の
刊
行
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
盛
岡
市
教
育
委
員
会
事
務
局
歴
史
文
化
課
長　

福
田　

淳
〕


